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＜飲酒事故について＞
県内における交通事故に占める飲酒事故の割合は、全国平均を大きく上回って
います。
また、交通死亡事故の比率は、「飲酒なし」に比べて、「飲酒あり」は約6倍と、
飲酒運転による事故は死亡事故につながる危険性が高いことがわかっています。”

＜飲酒運転の危険性について＞
飲酒をすると、安全運転に必要な情報処理能力、注意力、判断力などが低下し、
具体的には、

Oi気が大きくなり速度超過などの危険な運転をする。
○　車間距離の判断を誤る。
○　危険の察知が遅れたり、危険を察知してからブレーキペダルを踏むまでの時
間が長くなる。

など、交通事故を起こす危険性を高めます。
酒に強いといわれる人でも、i少量のアルユニルで運転操作等に影響を及ぼすこ
とが調査研究で明らかになっていますので、以下？4点を必ず守り、飲酒運転を
／根絶しましょう。

1飲んだら車を運転しない。
2　飲んだ人に車を貸さない。
3　飲んだ人が運転する車に乗らない。
4　運転する人に飲ませない。

＜ハンドルキーパー運動にご協力をお願いします＞
車で飲食店などへ行く場合、お酒を飲まない人をハンドルキーパーに決め、そ
の人が車の運転をして、仲間を安全に送り届けるという、飲酒運転防止運動です。

※　お酒を提供するお店の方へ
・お客さんが草で来られた場合、運転する人を確認してください。
・飲み物の注文を受けるとき、「ハンドルキーパーさんにはお酒を
出せませんのでソフトドリンクでお願いします」などとお断りし
て、お酒を提供しないでください。


